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平成２７年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談 開催結果 平成27年10月14日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

20 朝日町

対談項目１
「ＩＣＴの活用等による
新たな学びの推進」
の支援について

第2期教育振興基本計画にもあるように、確かな学力を身に
付けるため、ＩＣＴの活用等による新たな学びの推進を当
町においても行っていきたいと考えている。
ＩＣＴ環境整備については、多額の財政負担が必要にな
る。生徒1人1台のタブレット活用ができる整備費用の援助
について国への働きかけをお願いしたい。
環境が整ったとしても、それらの機器が効果的な活用をさ
れなければ意味がなく、教員がＩＣＴを活用した指導がで
きるように教員のＩＣＴ活用指導力向上のための主要な施
策を県にて講じていただきたい。例えば、県内の先進的な
実践事例の紹介や当町のシステムで最大限の成果が得られ
るさまざまな研修等を開催していただくなどして、ＩＣＴ
の活用に対する理解やスキルが身に付くようにお願いした
い。

学校1校あたりの教育用コンピューター関係の決算額を見て
みると、平成26年度は三重県全体平均で2,008,000円、朝日
町においては3,435,000円ということで、相当投資をしてい
ただいて、まさに朝日町の教育の特色といえる所まで持っ
ていっていただいているのではないかと思うので、そうし
た取組を後押しすることが県としても大事なことだと思っ
ている。ハードの部分については交付税措置がされている
ので、そこをしっかりご活用いただくということである
が、国の方でも教育のＩＴ化に向けて、26年度から29年度
の4年間総額で6,712億円の地方財政措置を講ずるというこ
とであり、ＩＣＴ活用教育アドバイザーの派遣や学びのイ
ノベーション事業、フューチャースクール事業といった事
業もあるので、我々も国に対してこうした予算をしっかり
確保していくように働きかけを朝日町と連携して共にやっ
ていきたいと思う。
県では、今、総合教育センターでＩＣＴを活用した指導力
向上のための研修を通信講座も含めて行わせてもらってい
る。こうした研修をしっかり行い、中身の充実も図って
いって、ＩＣＴを活用できる教員の人材育成に県としても
しっかり取り組んでいきたいし、県内外の先進的な事例を
紹介できるような研究もしっかり進めていきたいと思う。




